
第３回 三沢市男女共同参画計画策定委員会 会議概要 

 

１ 日 時：令和３年１１月１２日（金） １０時００分～１１時３５分 

２ 場 所：市役所本館４階大会議室   

３ 出席者：（１）策 定 委 員    委 員 長 石 岡 裕 通 

副委員長 岩 本 ヤヨエ 

委  員 伊 澤 タ ネ 

委  員 林   光 利 

委  員 桐 原 賢 哉 

委  員 三 浦 隆 司  

委  員 長 堀   晶 

委  員 保 坂 梨 恵 

委  員 新 山   勉 

         （２）事 務 局     政策部長 佐々木 亮 

同部広報広聴課 東 直実 

同部同課課長補佐 馬場 洋一郎 

同部同課市民協働推進係長 宮木 ひと美 

同部同課市民協働推進係員 宮古 真由美 

 

４ 委員会概要 

〇開会 

〇案件 

基本目標Ⅰ～Ⅲの計画の内容（案） 

事務局（馬場課長補佐）： 

案件に係る概要説明 

 

発言者 ご意見・質疑など 事務局による回答 

保坂委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回のこの用語集の内容がとても分かり易くなってい

るなと思う。 

・どうしても専門用語が多くなると、それだけで読む気を

なくすことも考えられる。 

・非常に砕けた表現で、小さなお子さんが読んでもある

程度理解ができるような用語集というのが当然必要だ

と感じる 

・変更後の用語集のいくつかの例を見ると、それでもま

だ分かりにくい印象を受けた。 

・例えばこの「ICT」の部分、最初に英語の正式名称が

出てきた時点で何だろうと思われるのではないか。 

 

・ご意見に対しては、もう少し精査し

て対応したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



発言者 ご意見・質疑など 事務局による回答 

保坂委員 

 

・せっかくタイトルに「大人も子供も一緒に学ぶ計画用

語集」と書いてあるので、お子さんも見て分かるようなも

の、ここでいう大人という言葉にも、若い方からご高齢の

方まで含まれる。 

・ご高齢の方が見てもイメージしやすいそんな用語集に

もう少し練っていく必要があるのではないか。 

 

岩本委員 ・一番初めのテーマのところ、「誰もが輝ける社会を目

指す」という部分について、昔から女性が輝けるという

言葉とかを使うけれども、いつも、別に女性は輝かなくて

もいい、私達、普通に働ければそれでいいと思っていた。 

・今回「自分らしく活きるために」のこの“いきる”の文字

に生活の活の字を使っているところがとても良い、寝ず

に考えたのではないか、聞いたときに鳥肌が立つような

思いだった。 

・資料の裏面にもあるように、「プリキュア」では、「女の

子だってヒーローになっていい」や、「男の子だってお姫

様になる夢を持っていい」というセリフを言う場面がある

が、その時にも鳥肌が立った。本当に自分らしくいきる社

会を三沢市が目指せるのではないか。 

・また、全国的にこのようになっていければいいと感じた。 

・具体的施策の内容などがとても細かく、大変だったと

思う。 

・広報広聴課が担当する講座は、多々あると思うが、男

女共同参画は市民全体、国民全体、人類全員に関係の

あることなのに、男女共同参画というと途端に関心が薄

く、だれも見向きもしなくなるようなところがある。 

・今後、広報広聴課で講座を開催していく際に、関心を

持ってもらえるような工夫というのがすごく必要になって

くると思うので、頑張っていただきたい。 

・イベントなど、例えば防災であれば皆さん自分事として

捉えてくれるが、この防災にしても男女共同参画の視点

を取り入れた防災にする、訓練にするというのも一つの

手かなと思う。 

・ありがとうございます。 

岩本委員 

 

 

 

 

 

 

 

・推進するとか支援するという言葉は、もう少し適正化し

た方がいいのではないか？ 

・健康推進課において両親学級を実施とあるが、すでに

ある母親学級だけでなくぜひ実現してもらいたい。 

・教育における男女共同参画の推進のところで、「市内

小中学校で男女平等や男女共同参画の意識を根付か

せる授業をやっています。」とあるが、これはあるのか？そ

んなになかったように思うが。 

・基本目標の現状のところ、市内の

小中学校では、人権教育や、道徳、

特別活動の中で男女平等や、そうい

った男の子女の子も一緒である、と

いう教育が進められていると聞いて

いる。 

・教員へも、協働についてなど取り扱

って指導をしていると聞いている。 



発言者 ご意見・質疑など 事務局による回答 

石 岡 委 員

長（議長） 

・人権擁護委員を岩本さんもやっている。 

・人権擁護委員の先生方が、時期ごとに学校を回って、

今回は岡三沢小学校５年生、次は古間木小学校２年生

とか、そこで人権教室をやっている。 

・やる方はほとんどが元小学校の先生、やっぱり小学校

の先生を経験していないと話し方なども大事なので子

どもに伝わらない。 

・今言ったように小学２年生と６年生に話をするのではも

う全然違う。 

・林さんは幼稚園の先生とでよくわかっていると思うが、

やっぱり素人は１年生や２年生に教えられない。 

・小学校の先生の経験者とでは差がついてしまう。 

・１年に３校程度回ると思うが、今年はコロナがあって、

やっていない。コロナが収まればやるのではないか。 

・それから、私的なことである、こういうことは今日やって

明日結果が出るということではなく、何年間も…１０年、

２０年の長さでやっていくもの。 

・何年間も男尊女卑で育った人があの世に行って、男女

共同で育った人たちが大人になるまで時間がかかるも

のではないかと感じている。 

・男尊女卑で育った人に、考え方を変えろと言っても、も

う何十年も生きてきた人はそうそう変えられないし変わ

らないのではないかと思う。 

・こういうことを脈々とやっていって、次の時代、次の時代

にだんだん変わっていくというものではないか。 

・今やってすぐ変わるというわけでもないのかなというの

が私の個人的な意見。 

・今回皆様にお配りした計画書の内

容について、細かい部分や表現の差

など様々なご意見あるかと思う。 

・今、この場で議論するのはちょっと

難しいかと思うので、直接ご相談に

来られても構いませんし、その都度そ

の都度ご意見を頂ければ、次回の会

議の時には、こういう書き物をもって

このように対応したとご説明させて

いただく形を取れればいいのではな

いかと考えている。 

・細かい部分が色々あるかと思うの

で、皆さん真剣に見て下さり、皆さん

からいろんな意見を出していただけ

るのは本当にありがたい。 

・今後もそのように対応頂ければと

思う。 

 

長堀委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回、新たに練り直すにあたって、例えば担当課がな

い場合の受け皿、これまで実施したことのないようなも

のを、どこに振り分けようかという議論が内部であった

のかどうか？ 

・やはり自分事として理解したときに大きく進むわけで、

自分の身に降りかかってくるところに入り込んでこない

ことにはと思う。 

・学びの場も増え、市の中ではこれまでも色々なことをや

られていると思うし、私もお手伝いさせて頂いている。 

・そこに足を運ぶ人はもう意識の高まりがあると思う。 

・今回は理解浸透というベースとなるところが一歩進む

には、やはり経営者層なり雇用されている側の人なりの

日常生活の中に踏み込む仕組みが何かないと自分事

にならない。 

・担当課のお話と、実際の生活に割

り込んだアプローチのお話だと思う。 

・担当課のお話について、先ほどの

説明の中で一番右に担当課を記載

している旨は、わざと説明しなかっ

た。 

・この計画書は、１０年間を体系とし

て推進する計画なので市における機

構改革や、担当部署の変更等あり得

るかと思う。 

・そこを鑑み、どの担当課だからやる

とかいうことではなくて、市としてこう

いう施策・事業を推進していくという

風に計画書には記載して、実際に事 



発言者 ご意見・質疑など 事務局による回答 

長堀委員 ・例えば「へぇそうだよね。そういうのニュースでやってる

よね？」という、この距離をどう縮めていくのかが大きな

テーマである。 

・そのあたり三沢市としての何か革新的な意見が 何か

あるのか？検討しているのかどうかというところも含めお

伺いしたい。 

業を担当する担当課というものはあ

れども、市として取り組んでいかなけ

ればならないという風に持っていきた

いと考えている。 

・それであってもやはり担当者、担当

課それぞれ割り振られた部署におい

て推進していく中で、記載はないが、

PDCA サイクルなどを用いて、進捗

管理などを進めていきたいと思う。 

・経営者などの生活に割り込んだア

プローチを考えているかということに

ついて、正直そこまで考えられていな

い。 

・担当課だったり市の施策でアプロ

ーチするにおいても、やはり職員間で

の温度差だったり、今行っている取り

組みにどのように盛り込んでいくか

だったり、新規事業を立ち上げるか

だったり、それぞれアプローチの仕方

が変わってきますけれども、いずれに

しましてもこの事業をやっていくん

だ、このような具体的な内容を進め

ていくんだというところは、市におい

て職員において理解していくよう努

めて参りたい。 

岩本委員 ・こういう考え方というのは、長い目で見ていかないとと

いう意見をいただいた。 

・しかし、私は全く真逆の考え方で今すぐ取り組んでど

んどん変えていかなければと思う。 

・こういう古い考え方の裏で、女性が、若い人たちが生き

づらい思いをしている、そのことを今も常に現実に苦しん

でいる人たちがいる。・だから今すぐに変えていかないと

いけないと思っている。 

・特に災害になったとき、非常時には社会の課題という

のが明確に表れるらしく、災害というのは明日来るかも

しれない、今来るかもしれない、そして、平常時にできな

いことは、非常時にできるわけがないと思っている。 

・なので、こういう男女共同参画の問題というのは今すぐ

にとりかかってどんどん変えていくべきだと私は思う。 

 

〇閉会 

 


